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救急車の適正利用にご協力ください

名古屋市内における令和 6年 中の救急出動件数は、160,212件 で、1日 当たり 438件 出

動しており、今和 5年 中と比べると 4,486件 の増加で過去最多の出動件数となっておりま

す。また、今年に入ってからも救急車の稼働率が高く、名古屋市内の救急車が 90%以 上出

動している状態も発生しています。

尊い命を救うため、限りある救急車を有効利用するには、重症度・緊急度の高い傷病者

のもとに、いち早く到着できる体制が維持されなければなりません。そのため皆様には救

急車の適正利用をお願いします。

しかし、実際に具合が悪くなったり、具合の悪い人を見かけた際は、救急車を呼ぶ判断

に迷われることもあるかと思います。

今回は、そんな時に判断材料となる症状と相談 '利 用できるサービスをいくつか紹介し

ます。
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